
昔は害虫の発生は悪霊の祟りと考えられていました。そこで、悪霊を追い払うための虫送りの行

事が、日本各地で行われていました。現在は、農薬の普及などで行わなくなった地域が多くありま

す。他の例では、戸崎のように火を灯した松明を持つだけでなく、団子などの食物を詰めた藁人形

を立て、鉦
かね

や太鼓を鳴らし、大声で唱えごとをしながら村境や川辺まで送り、そこで人形 

を燃やしたり流したりする、ということを行っている地域もあります。 

西日本では、虫送りのことを特に「サネモリマツリ」と呼びます。 

これは、平安時代末期に活躍した武将、斎藤実盛が稲につまずいて 

討死し、その霊がイナゴになって稲を食い荒らすという故事からきて 

います。実盛公を模した武将の形の藁人形を作り、その人形を村境に 

送って、悪霊を駆逐しようとするそうです。 
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明野では現在、戸崎地区でし

か行われていない 「虫送り」 

の行事に参加してきました。 

                 （内海） 

夏の行事 戸崎の虫送り 
 

戸崎地区の虫送りは、昭和２８年に一度途絶え、平成１３年に

地区の人の願いによって、実に４８年ぶりに復活した行事です。 

かつては松を使って松明を作っていましたが、現在は竹を使って

作っています。 

虫送りは、稲の害虫を追い払う行事で、実際に松明を持って田

んぼの間を縫って歩いていくと、火に虫が飛び込んできます。 

午後６時、公民館前に地区の男性陣が集まり、松明作りを始め

ます。竹を短く切る人、竹を割る人、竹を束にする人、その束に

柄をさす人、と、きちんと役割分担がなされ、次から次へと松明

が作られていきます。参加する地区の人が全員持てるよう、４５

本の松明が作られました。子ども用には、小さめの軽い松明が用

意されます。 

午後８時に再集合し、大きな焚き火から松明に火をもらい、虫

送りの開始です。全員が連なって、田んぼの間を歩いていきます。 

開始前、地区の皆さんが「虫送りの松明の火は幻想的だよ」と

おっしゃっていたのですが、その言葉通り、夜の暗闇の中にぼう

っと浮かび上がる火は、今までに見たことのある灯りとは、どこ

か違うものでした。 
 

 

 
実盛公藁人形 

  

イラスト： 

松浦洋一 

 

虫
送
り
の
様
子 
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縄文王国Ｙａｍａｎａｓｈｉ 
参加報告 

 
 

 

アイメッセ山梨でのイベントに続いて、８月

４・５日には岡島百貨店でイベントが開かれま

した。こちらは、「縄文王国」の一員として参加

をしてきました！ 

 

 

 

 

 

 

 
 

明野チームは４日に参加し、縄文ファッショ

ン・縄文パズル・網代コースター作りのコーナ

ーを担当。去年と違い、２日間に渡ってのイベ

ント開催だったので、お客さんの来場が集中し

すぎることもなく、落ち着いた、十分な対応が

できたのではと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

明野チーム担当のコーナー以外にも、縄文王

国では魅力的な体験コーナーがたくさん開設さ

れました。入口で焼いていた「縄文クッキー」

の香りに誘われて入ってきた小さなお客さんは、

石器でクルミを割ったり、土偶を作ったり。 

奥の狩猟体験コーナーでは、弓矢を使って動

物を狙ってみたり、輪投げに挑戦！！皆さん縄

文世界を満喫していました。 

そして子ども達には、勝つと黒曜石の矢じり

がもらえる「縄文ジャンケン」が大人気でした！ 

今年も大盛況だった縄文王国 Yamanashi。 

みんな、自由研究のヒントは見つかったかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝ドキドキ！まいぶんシリーズ＝  

１０月の予定～ 

● おばあちゃんの知恵袋 

カゴ編みに挑戦してみよう！ 

日にち：１０月１日（月）午後５時～７時 

● たのしい手話教室 

クイズやゲームをしながら、手話を覚えよう♪ 

日にち：１０月５日(金) 午後５時～７時 

● 縄文ペン立て作り！ 

縄文土器の文様を使って、ペン立てを作ろう！ 

日にち：１０月９日(火) 午後５時～７時 

● やさしい囲碁教室 

楽しく囲碁を学ぼう！初心者でも大丈夫♪ 

日にち：１０月１６日(火) 午後５時～７時 
 
 

ドキドキ！埋文シリーズで、いろんな体験を 

楽しもう♪ 参加者申し込み受付中です！ 

お問い合わせは茅ヶ岳歴史文化研究所まで。 

TEL／FAX：0551-25-2019 
 

＝会員募集＝ 

～茅ヶ岳歴史文化研究所の活動に 

あなたの力をかしてください～ 

●歴史や文化財の研究を通じて知識を深めたい 

●活動を通じて文化財保護や活用に役立ちたい 

●イベントを通じてさまざまな人と交流したい 

茅ヶ岳歴史文化研究所では、私たちと一緒

に活動してくださる方、ご賛同いただける方

を募集しています。 

 

 
 

＝編集後記＝ 
 

夏の特別開館期間中は、全国各地からお客様

にご来館いただきました。また夏休み自由研究

のために中学生も訪れ、熱心に資料を調べてい

ました。夏休み明けのこの時期、まだまだ暑い

日が続きますが、皆様お身体にお気をつけてお

過ごし下さい。 

入会金 1,000 円 

年会費 1,000 円 

 

  

  

 


